
 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

①鶏冠・肉垂等のチアノーゼ（青紫色）、卵墜及び沈うつなど高病原性鳥イン

フルエンザが疑われる個体を確認した場合 

 

②１鶏舎において、１日の死亡羽数が直近３週間の平均死亡羽数と比較して、

２倍以上となった場合 

 

③１鶏舎において、５羽以上がまとまって死亡している、うずくまっている等

異常な状況が確認された場合 

 

④上記以外で本病が疑われ、異常が確認された場合 

 

 

 

 

 

 

 

次のことを再度確認し、不備のないようにして下さい。 

 

①防鳥ネットに隙間・穴がないこと 

 

②ねずみ等の野生動物を鶏舎内に侵入させないこと 

 

③農場内専用の衣服・履き物を設置し、出入り時に必要な消毒を行うこと 

 

④鶏へ給与する飲用水は、消毒されたものであること 

 

 

家畜保健衛生所 電  話 家畜保健衛生所 電  話 

佐久 0267-62-4123 松本 0263-47-3223 

上田支所 0268-23-1630 長野 026-226-0923 

伊那 0265-72-2782   

飯田 
0265-53-0439 

時間外：0265-23-1111
県庁園芸畜産課

026-235-7232 
時間外：026-232-0111 

平成 23 年 2 月 2 日 

（通算 第 137 号） 

問い合わせ先 

長野県庁農政部園芸畜産課 

電話 026-235-7232 

enchiku@pref.nagano.lg.jp 

国国内内のの各各地地でで高高病病原原性性鳥鳥イインンフフルルエエンンザザ  

のの発発生生がが確確認認さされれてていいまますす  

次次のの場場合合ははたただだちちにに家家保保へへ通通報報ししてて下下ささいい 

    飼飼養養衛衛生生管管理理基基準準及及びび  

飼飼養養衛衛生生管管理理チチェェッックク表表のの遵遵守守 



 

 

 
 

（家きん） 

発生年月日 場  所 検  体 

平成 22 年 11 月 29 日 島根県安来市 採卵鶏 23,000 羽 

平成 23 年 1 月 21 日 宮崎県宮崎市 種鶏 10,200 羽 

平成 23 年 １月 23 日 宮崎市新富町 採卵鶏 66,000 羽（団地内 41 万羽）

平成 23 年 １月 25 日 鹿児島県出水市 採卵鶏 8,600 羽 

平成 23 年 １月 26 日 愛知県豊橋市 採卵鶏 150,000 羽 

平成 23 年 １月 27 日 宮崎県都農町 肉用鶏 10,000 羽 

平成 23 年 １月 28 日 宮崎県川南町 肉用鶏 92,000 羽 

平成 23 年 １月 29 日 宮崎県延岡市 肉用鶏 6,600 羽 

平成 23 年 １月 27 日 宮崎県高鍋町 肉用鶏 40,000 羽 

平成 23 年 2 月 1 日 宮崎県宮崎市 肉用鶏 190,000 羽 

 

（野鳥） 

発生年月日 場  所 検  体 

平成 22 年 10 月 北海道稚内市 カモ（糞便） 

平成 22 年 12 月 鳥取県米子市 コハクチョウ１羽 

平成 22 年 12 月 富山県高岡市 コブハクチョウ１羽 

平成 22 年 12 月 鹿児島県出水市 ナベツル６羽 

平成 23 年 １月 19 日 福島県郡山市 キンクロハジロ４羽 

平成 23 年 １月 22 日 北海道浜中町 オオハクチョウ１羽 

平成 23 年 １月 23 日 北海道浜中町 

オオハクチョウ２羽 

カモ（スズガモ属）１羽 

オナガガモ１羽 

平成 23 年 １月 25 日 島根県松江市 キンクロハジロ１羽 

平成 23 年 １月 26 日 兵庫県伊丹市 カイツブリ１羽 

平成 23 年 １月 27 日 長野県小諸市 コガモ１羽（遺伝子検査実施中） 

平成 23 年 １月 28 日 兵庫県伊丹市 
カイツブリ１羽 

ホシハジロ１羽 

平成 23 年 １月 31 日 島根県松江市 キンクロハジロ１羽（遺伝子検査実施中）

平成 23 年 １月 31 日 高知県仁淀川町 オシドリ１羽 

平成 23 年 １月 31 日 福島県郡山市 キンクロハジロ１羽 

平成 23 年 2 月 1 日 鳥取県米子市 
ユリカモメ１羽 

キンクロハジロ１羽 

平成 23 年 2 月 1 日 北海道浜中町 オオハクチョウ１羽 

 

今シーズン（秋以降）の国内の高病原性鳥インフルエンザ発生状況(2/1 現在)


